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第２節 

学びと協働による 

区民文化づくり 

 

１ 人生を豊かにする生涯学習 

（１）時代にふさわしい生涯学習機会の提供 

（２）生涯学習の裾野を広げるしくみづくりと学習成果の活用 

 

２ 江戸川区の良さを活かしたボランティア活動と 

コミュニティ活動 

（１）ボランティア立区の推進 

（２）時代にふさわしいコミュニティの形成 

 

３ 創造性豊かな江戸川文化 

（１）「江戸川文化」の創造 

 

４ 男女共同参画社会の推進 

（１）性別に関係しない機会平等の社会づくり 

 

５ 世界の人々との交流と共生 

（１）「地球人」の意識づくり 

（２）世界からの人々が共生する地域社会の構築 

（３）世界平和のためのまちづくり 

 

６ 安心できる消費生活 

（１）安心できる消費生活への支援 

（２）参加型消費者の支援 

 



36 
 

１ 人生を豊かにする生涯学習 

【施策の考え方】 

豊かな人生とより良い地域社会を目指し、多くの区民が実りある生涯学習に取り組めるように、様々な学習の

場及び機会を提供します。 

また、情報の提供、相談サービス、図書館等の施設の充実等、区民の自主的な学習活動を支援するための

環境づくりを行います。さらに、学習する人々の励みにもなり、地域の教育力の向上、活性化等にも繋がるよう、

学習によって得られた知識、技術、経験等を活かして地域社会に寄与できるよう支援します。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（１）時代にふさわしい生涯学習機会の提供 

２０１ 「江戸川総合人生大学」の充実 

共育・協働の学びの場として、地域での実践を念頭においた、より実効性の高い授業内容の実現を図るととも

に、篠崎文化プラザ内に活動室を整備し、同窓会の活動、学生の地域活動等を支援します。 

 施策コード ２０１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

総合人生大学の充実 活動室の整備・活用等 カリキュラム等の充実 同左 

事業費 ３７，８０１千円 ※※※千円 ※※※千円
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２０１ 「江戸川総合人生大学」の充実 

ア． 総合人生大学の充実 

 

 

 

２０２ 学びの広報と機会づくり 

 

２０３ 地域での学びの場の提供 

ア． 篠崎文化プラザの運営 【新】 

イ． (仮称)子ども未来館の開設 【新】 

 

２０４ 学びの支援と学習成果の活用 
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（２）生涯学習の裾野を広げるしくみづくりと学習成果の活用 

２０２ 学びの広報と機会づくり 

一人でも多くの区民が生涯学習に参加できるように、情報技術等の活用を図り、総合人生大学、国、都、民間

機関等が実施する講座等を紹介します。また、気軽に学びを体験できる機会の提供に努めます。さらに、生涯

学習の裾野を広げるために、実際に学んでいる人が、学びの楽しさ、充実感等を周囲の人に伝えられるよう、そ

の促進を図ります。 

 

２０３ 地域での学びの場の提供 

区の歴史、文化、産業等に関する展示、篠崎図書館、総合人生大学の活動の拠点等となる機能を併せ持っ

た篠崎文化プラザを開設・運営します。 

また、篠崎図書館を篠崎文化プラザに移設することに併せて、同跡地には、子どもの知的好奇心を刺激し、

創造力を高め、未来の可能性を広げる学びと探求の場として、近隣の篠崎ポニーランド及び中篠崎公園と一体

的な整備を図りながら、「（仮称）子ども未来館」を開設します。 

施策コード ２０３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

篠崎文化プラザの運営 

【新】 
開設 運営 同左 

事業費 ５０２，５３１千円 ※※※千円 ※※※千円

（仮称）子ども未来館の開設

【新】 
解体・工事 工事・開設 運営 

事業費 ６３６，６０１千円 ※※※千円 ※※※千円

 

２０４ 学びの支援と学習成果の活用 

総合人生大学等における学びを契機とした区民の自発的な学習を促進するため、学習サークルを育成し、

学習サークル間の連携を促進する等の、学びのネットワークづくりを支援します。また、一定の学びの成果を得

た区民が､その成果を発表する場、他の区民に教える機会等の整備に努めます。 
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２ 江戸川区の良さを活かしたボランティア活動とコミュニティ活動 

【施策の考え方】 

地域社会において、区民の自主的な取り組みを必要とする新たな課題が生じています。このため、区民一人

ひとりがボランティアとして、活躍できるようなしくみづくりを行い、自立性の高い、思いやりと支えあいのある、豊

かなコミュニティをつくります。また、町会・自治会を基礎としつつ、テーマコミュニティ等、さまざまなコミュニティ

が自主的に活発に活動できるような環境を整えます。 

【施策体系図】 
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２０５ ボランティア活動のためのプラットフォームの構築 

ア． ボランティア活動の情報提供 

イ． コーディネート・相談機能の充実 

ウ． ボランティアの裾野の拡大 

 

２０６ ボランティアを支える人づくり 

ア． ボランティア人材の育成 

 

２０７ ボランティア団体などへの支援 

ア． ボランティア活動室の有効活用 

イ． ネットワーク事業の育成 

ウ． ボランティア団体活動費助成 

 

２０８ 町会・自治会などを基礎としたコミュニティの活性化 

ア． 町会・自治会の活動支援 

 

 

２０９ 地域コミュニティとテーマコミュニティの連携強化 

 

２１０ コミュニティ活動の新たな「場」の整備・充実 

ア． 平井七丁目区民施設の建設 【新】 

 

２１１ 区民と区のパートナーシップによるコミュニティづくり 

ボ
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ア
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（１）ボランティア立区の推進 

２０５ ボランティア活動のためのプラットフォーム※の構築 

様々な分野のボランティア活動に関する情報の提供等を推進します。加えて、ボランティア活動に関する相談、

紹介等を行うとともに、ボランティア活動へのきっかけづくりとなる機会を提供し、区民が様々な分野のボランティ

ア活動に参加できるよう、ボランティア立区の形成を推進します。 

※ プラットホーム：駅のプラットホームのように、様々なボランティア活動を支える共通の土台。 

施策コード ２０５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ボランティア活動の情報提供

２７０団体 ２８０団体 ３００団体 

 メールマガジンの検討 メールマガジンの実施 

事業費 ７８３千円 ７８３千円 ７８３千円

コーディネート・相談機能 

の充実 

コーディネート ２３０件 コーディネート ２５０件 コーディネート ２７０件

相談  ４００件 相談  ４２０件 相談  ４５０件 

事業費 ３，３５１千円 ３，３５１千円 ３，３５１千円

ボランティアの裾野の拡大 

ボランティア出前講習 

 ４８校 

ボランティア出前講習 

 ５０校 

ボランティア出前講習 

 ５２校 

体験先 １５０か所 体験先 １５５か所 体験先 １６０か所 

ボランティア入門講座 同左 同左 

ボランティアフェスティバル 同左 同左 

事業費 １，８８８千円 １，８８８千円 １，８８８千円

 

２０６ ボランティアを支える人づくり 

ボランティア活動に関する専門的な知識等を習得する機会を提供し、人材の育成に努めます。 

施策コード ２０６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ボランティア人材の育成 手話講座等 ５講座 同左 同左 

事業費 ８５４千円 ８５４千円 ８５４千円
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２０７ ボランティア団体などへの支援 

ボランティア団体相互の情報交換等、連携して活動を行うネットワークづくりを支援します。 

施策コード ２０７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ボランティア活動室 

の有効活用 

ボランティア体験会等

の実施 
同左 同左 

事業費 ９６３千円 ９６３千円 ９６３千円

ネットワーク事業の育成 ネットワーク事業の検討 ネットワーク事業の実施 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

ボランティア団体活動費助成
登録団体活動費助成 

４５団体 

登録団体活動費助成 

４７団体 

登録団体活動費助成 

４８団体 

事業費 ２，４７５千円 ２，５８５千円 ２，６４０千円

 

（２）時代にふさわしいコミュニティの形成 

２０８ 町会・自治会などを基礎としたコミュニティの活性化 

地域の諸課題の解決を図る、町会･自治会等の地域団体による活動を様々な側面から支援します。 

施策コード ２０８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

町会・自治会の活動支援 活動支援 同左 同左 

事業費 １６２，２４１千円 １６２，２４１千円 １６２，２４１千円

 
２０９ 地域コミュニティとテーマコミュニティの連携強化 

２１０ コミュニティ活動の新たな「場」の整備・充実 

平井地区にコミュニティ施設を開設し、区民の文化及び福祉の一層の増進を図ることに努めます。 

施策コード ２１０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

平井七丁目区民施設の建設

【新】 
土地の取得・設計委託 建築工事 開設・供用開始 

事業費 ６６２，６６１千円 ※※※千円 ※※※千円

 
２１１ 区民と区のパートナーシップによるコミュニティづくり 

区民と区との適切な役割分担を図り、町会・自治会、ボランティア団体、ＮＰＯ等の活動及び相互の連携・協

働を支援することにより、そこに住み、働き、学び、憩う人々が主体となり、誇りと愛着をもって住み続けていける

コミュニティの形成を推進します。 
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３ 創造性豊かな江戸川文化 

【施策の考え方】 

区は、都心から至近な位置にありながら、水と緑に恵まれ、地域の中で住み、働き、学び、憩うことができる等、

うるおいと楽しさのある魅力的な都市として発展しています。このような中で、文化財、伝統工芸等の伝統文化を

継承し、様々な地域の資源、特長等を活かして新たな生活文化を創造し、魅力あふれる「江戸川文化」として世

界に向けて発信していく等、創造性の豊かな江戸川文化を育みます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（１）｢江戸川文化｣の創造 

２１２ 文化の創造のための活動の支援 

区民の文化・芸術活動がより活発なものとなるように活動の場や機会のさらなる充実に努めるとともに、誇りと

自信がもてるように活動の紹介、顕彰等を行います。また、文化・芸術活動を行っている個人や団体の相互交流、

自主グループの育成、さまざまな情報の提供、文化イベントの開催等を推進します。このことを通じて、豊かな広

がりと高みをもつ文化・芸術活動の振興を図ります。 
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２１２ 文化の創造のための活動の支援 

 

２１３ 豊かな生活文化の形成 

ア． 区内大会等の団体活動の支援 

イ． マラソン大会の開催 

ウ． 公益性のある区内大会、講座等の支援･後援 

エ． ウォーキングフェスタえどがわの開催 

オ． （仮称）水辺のスポーツガーデンの整備 【新】 

 

２１４ 国際文化との交流と情報発信 

 

２１５ 地域資源などの活用 

ア． 江戸川区紹介誌の作成 【新】 

 

２１６ 観光情報の発信 

ア． 篠崎文化プラザの運営 【新】 （再掲 203） 

イ． 新川千本桜計画 【新】 

 

２１７ 伝統文化の継承と積極的な活用 

ア．一之江名主屋敷の保存管理・活用 

イ．郷土資料室の運営 

ウ．篠崎文化プラザの運営 【新】 （再掲 203） 

エ．仏教美術調査と成果発表 

オ．影向の松樹勢回復事業

「江
戸
川
文
化
」の
創
造 
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２１３ 豊かな生活文化の形成 

区内大会の開催等のスポーツ活動を支援し、スポーツの振興を図ります。併せて、旧江戸川河川敷の活用を

図り、区民のスポーツレクリエーション拠点となる「（仮称）水辺のスポーツガーデン」の整備を進めます。 

施策コード ２１３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

区内大会等の団体活動 

の支援 
支援 同左 同左 

事業費 ３，７４６千円 ３，７４６千円 ３，７４６千円

マラソン大会 

の開催 

実行委員会による 

大会運営 
同左 同左 

事業費 ４，５００千円 ４，５００千円 ４，５００千円

公益性のある区内大会、 

講座等の支援・後援 
支援・後援 同左 同左 

事業費 １７，０００千円 １７，０００千円 １７，０００千円

ウオーキングフェスタ 

えどがわの開催 

組織委員会による 

大会運営 
同左 同左 

事業費 １，０００千円 １，０００千円 １，０００千円

（仮称）水辺の 

スポーツガーデンの整備 

【新】 

造成工事 供用開始及び運営 運営 

事業費 －千円 ※※※千円 ※※※千円

「－」：事業費は、身近な公園の整備（施策コード 106）の中で計上しています。 

 

２１４ 国際文化との交流と情報発信 

国際的な文化イベントの開催、区民の多彩な文化交流への支援等により、親善及び相互理解が図れる機会

を充実するとともに、世界に向けて江戸川文化に関する情報を発信します。 

 

２１５ 地域資源などの活用 

区の概要を紹介する冊子を作成し、区の魅力を広く紹介します。また、多くの人々が集まるイベント等の積極

的な誘致活動を展開し、地域を舞台とする様々な交流を推進します。 

施策コード ２１５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

江戸川区紹介誌の作成 

【新】 

冊子及び別紙データ集

の制作 
別紙データ集の更新 同左 

事業費 ３，３２９千円 ２００千円 １００千円
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２１６ 観光情報の発信 

篠崎文化プラザにおいて江戸川区の様々な魅力を広く伝えるため、歴史、文化、産業等に関する企画展示

を行います。また、新川千本桜の整備に併せ、企画展示等を行う施設を開設します。 

施策コード ２１６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

篠崎文化プラザの運営 

 【新】 再掲 203 
開設 運営 同左 

事業費 ５０２，５３１千円 ※※※千円 ※※※千円

新川千本桜計画 

 【新】 

耐震護岸・人道橋・ 

修景の整備 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、新川環境整備（新川千本桜計画）（施策コード 734）のなかで計上しています。 

 

２１７ 伝統文化の継承と積極的な活用 

耐震補強工事に伴い郷土資料室の整備を進めるとともに、区の歴史、文化、産業等に関する企画展示を行う

篠崎文化プラザを開設します。また、一之江名主屋敷の修繕等、仏教美術品の調査、善養寺影向の松樹勢

の回復等を実施することにより、区の文化財の適切な保存･継承に努めます。 

施策コード ２１７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

一之江名主屋敷 

の保存管理・活用 

消防設備の保守管理 庭園の管理方針の検討 同左 

茅葺屋根の補修 同左 同左 

事業費 １，６００千円 １０５千円 １０５千円

郷土資料室の運営 

郷土資料室の整備   

企画展の開催(年 2 回) 同左 同左 

収蔵資料の調査・ 

データベース化 
同左 同左 

事業費 ６，２２５千円 ５，２３０千円 ５，２３０千円

篠崎文化プラザの運営 

 【新】 再掲 203 
開設 運営 同左 

事業費 ５０２，５３１千円 ※※※千円 ※※※千円

仏教美術調査と成果発表 本格調査 同左 同左 

事業費 １，４７０千円 １，４７０千円 １，４７０千円

影向の松樹勢回復事業 樹勢回復事業 同左 同左 

事業費 １５，００９千円 １０，６９２千円 １２，７９０千円
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４ 男女共同参画社会の推進 

【施策の考え方】 

男女がお互いに尊重しあい、その能力と個性を発揮できる地域社会の実現をめざして、男女平等の意識

づくりを進め、区民と力を合わせて環境整備を行います。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（１）性別に関係しない機会平等の社会づくり 

２１８ 男女共同参画推進計画の実施 

区民等と区との協働による男女共同参画社会の実現に向けて、「江戸川区男女共同参画推進計画」の着実

な推進を図ります。 

施策コード ２１８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

江戸川区男女共同参画 

推進計画の着実な推進 

推進 同 左 同左 

区民会議の開催 同 左 同左 

事業費 ４０７千円 ４０７千円 ４０７千円

 
２１９ 男女平等に向けた意識の形成 

国際的な視点、多様な価値観等を踏まえながら、より広い視野のもとに男女共同参画に関する普及啓発等を

実施します。 

施策コード ２１９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

意識啓発の推進 

男女共同参画週間 

記念映画会の開催 
同左 同左 

講演会等の開催 同左 同左 

情報誌の発行 同左 同左 

事業費 １，６０８千円 １，６０８千円 １，６０８千円

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進 

２１８ 男女共同参画推進計画の実施 

ア． 江戸川区男女共同参画推進計画の着実な推進 

 

２１９ 男女平等に向けた意識の形成 

ア． 意識啓発の推進 

 

２２０ 男女がいきいきと働き自立できる環境づくり 

ア． ワーク・ライフ・バランスの意識啓発及び実態把握 【新】

 

２２１ 性別によらず人権が確立・擁護される社会づくり 

ア． ＤＶ被害者等の自立支援及び相談事業の充実 【新】 

機
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２２０ 男女がいきいきと働き自立できる環境づくり 

仕事と私生活の調和を図るワーク・ライフ・バランスの普及啓発及び実態調査を実施します。 

施策コード ２２０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ワーク･ライフ・バランスの 

意識啓発及び実態把握 

【新】 

産業ときめきフェア出展 同左 同左 

取組企業の情報を広報 同左 同左 

  
働く女性の実態調査 

の検討 

事業費 １００千円 １００千円 １００千円

 
２２１ 性別によらず人権が確立・擁護される社会づくり 

暴力防止及び被害者保護のための基本的な計画を策定するとともに、配偶者等からの暴力に関する相

談、被害者の自立支援等の充実を図ります。 
施策コード ２２１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

DV 被害者等の 

自立支援及び相談事業の充実

【新】 

法律相談の開設 同左 同左 

経済的に困難な女性のた

めのパソコン教室の開設 
同左 同左 

セミナーの開催 同左 同左 

配偶者暴力対策 

基本計画策定の検討 
同左 同左 

事業費 ６７５千円 ６７５千円 ６７５千円
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５ 世界の人々との交流と共生 

【施策の考え方】 

区内に住む世界からの人々が増加しています。環境、平和等地球規模の課題に対して、区民一人ひとりが、

同じ地球に住む「地球人」としての発想を持ち、ともに暮らしていける環境を整えます。 

【施策体系図】 
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２２２ 地球人の意識づくり 

ア． 小学校段階における 

外国語活動の推進（ハロー先生） （再掲 125） 

２２３ 世界の人々との交流の促進 

 

 

２２４ 青少年の海外派遣事業の推進 

ア． 「青少年の翼」事業の推進 （再掲 112） 

 

２２５ 日常生活の支援 

 

２２６ 生活上の問題を解決する仲介役の確保 

 

２２７ 地域社会との交流促進 

 

２２８ 行政サービスの充実 

 

 

２２９ 平和意識の啓発 

 

２３０ 平和教育の充実 

 

２３１ 平和への取組みの支援 
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（１）「地球人」の意識づくり 

２２２ 地球人の意識づくり 

区立小学校に外国人英語科指導助手を配置することにより、小学校における外国語に関する活動を促進し、

国際感覚豊かな人材の育成に努めます。 

施策コード ２２２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

小学校段階における外国語

活動の推進（ハロー先生） 

再掲 125 

外国人英語科指導助手

（ハロー先生）の配置 
拡充 同左 

事業費 ３６，９９６千円 ※※※千円 ※※※千円

 

２２３ 世界の人々との交流の促進 

区民が異なる文化及び生活習慣にふれ、親善と相互理解を深めることができるよう、姉妹都市、友好都市等

との草の根の交流を促進します。また、国際交流に関する情報提供を行うとともに、区内ボランティアと連携しな

がら、海外の様々な団体・グループとの交流を促進します。 

 
２２４ 青少年の海外派遣事業の推進 

野村･立井国際交流基金※等を活用した、青少年を世界各国へ派遣し、ホームステイ、文化体験等の幅広い

体験を通して、国際感覚を培った次代を担う人材の育成を図ります。 

※ 野村・立井国際交流基金：故野村喜代氏、故立井隆氏の寄付をもとにした、区民の国際化の推進等を図るための基金。 

 施策コード ２２４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

「青少年の翼」事業の推進 

再掲 112 

派遣先  ５か国 

派遣人数 １００人 
同左 同左 

事業費 ４２，２７９千円 ４２，２７９千円 ４２，２７９千円
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（２）世界からの人々が共生する地域社会の構築 

２２５ 日常生活の支援 

世界からの人々が、ひとりの区民として区で安心した生活ができるように、外国語のできるボランティアによる

支援をはじめ、日常生活におけるさまざまな相談及び生活支援を行います。また、さまざまな活動を行っている

民間交流団体、ボランティアの人々等のネットワーク化を図るとともに、効果的な支援ができるように条件整備を

進めます。 

 

２２６ 生活上の問題を解決する仲介役の確保 

食生活をはじめ、文化や生活習慣の違いに起因する様々な問題について、相互に意見交換し、解決策を見

出せるように、地域において仲介役のできる人を確保します。また、トラブルや不当な差別を招くことがないよう

に、情報提供と相談に努めます。 

 

２２７ 地域社会との交流促進 

世界からの人々が気軽に地域活動に参加できる、開かれた地域社会づくりを促進し、相互交流を通じて地域

コミュニティがさらに活発になることをめざします。 

 

２２８ 行政サービスの充実 

世界からの人々が安心した生活ができるように、相談体制の整備、防災安全対策の確立、区政情報の外国

語による提供等、行政サービスをさらに充実させます。 

 
（３）世界平和のためのまちづくり 

２２９ 平和意識の啓発 

水と緑に囲まれた郷土を次世代に守り伝えていくため、生命の尊さと平和の大切さを考える機会をもつことは

重要であり、江戸川区平和都市宣言の趣旨を踏まえて、各種のイベント等多様な機会を通じて区民への情報提

供に努めます。また、区民とともに世界の人々との交流を進めることにより、相互理解と友好関係の構築を図りま

す。 

 
２３０ 平和教育の充実 

人類の願いである世界平和を実現するために、自立し平和を重んじる区民を育てることが必要であり、小中学

校において平和に関する教育を充実させます。 

 

２３１ 平和への取組みの支援 

戦争の悲惨さ、生命の尊さ等について区民が改めて考える機会を提供するため、平和祈念式典の実施や平

和資料の展示等、区民の自主的な取り組みを支援します。 
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６ 安心できる消費生活 

【施策の考え方】 

区民一人ひとりが、消費生活の質的向上と安心・安全を得られるよう、商品、サービス等の購入にあたって適

切な選択を行える社会環境づくりを進めます。また、大量のごみの排出等を通じて、消費者自身が地球環境に

負荷を与えている側面もあり、地球環境への負荷を低減するため、環境に配慮した消費生活を推進します。 

【施策体系図】 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）安心できる消費生活への支援 

２３２ 情報提供の充実 

ホームページ、メールマガジン等の活用を図りながら、悪質商法被害防止及びグリーンコンシューマー※に関

する情報の提供を行います。特に在宅の熟年者については、熟年者の見守りの人たちを含めて、必要な情報を

迅速に提供します。 

※ グリーンコンシューマー：商品やサービスを購入する際に、環境に配慮した製品を優先的に購入する消費者及び消費者行動。 

施策コード ２３２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

消費生活に関する 

情報提供の充実 

ホームページ全体構成

の見直し 
ホームページの運用 同左 

メールマガジンの運用 同左 同左 

情報提供紙 

（みまもり・ねっと等）の発行
同左 同左 

他部署との関連強化 

情報提供 

（安心生活応援ﾈｯﾄﾜｰｸ

・安心生活ｻﾎﾟｰﾄ事業）

同左 同左 

事業費 ６３０千円 ６３０千円 ６３０千円
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２３２ 情報提供の充実 

ア．消費生活に関する情報提供の充実 

 

２３３ 学習機会の充実 

 

２３４ 関係機関との連携強化 

 

２３５ 相談体制の充実 

ア．消費者相談体制の充実 

 

２３６ 環境に配慮した消費生活の促進 

 

２３７ 消費者と事業者の協働 

 

２３８ 事業者情報の公開の促進 
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２３３ 学習機会の充実 

子どもへの消費者教育を充実させるため、教育委員会等との連携を図りながら、児童・生徒を対象とした消費

者教育の充実に努めます。また、区内の小中学校を対象に、最新の消費生活情報紙「ニュースレター」を発行・

提供します。 

 

２３４ 関係機関との連携強化 

悪質商法被害の未然防止をより一層推進するため、消費者行政を担う国、都の各機関、警察等との連携を強

化し、不適正取引事業者に対する行政指導・業務改善が速やかに実施されるよう相談情報の提供を充実します。

併せて、消費者被害の増加傾向にある熟年者への対応として、安心生活応援ネットワーク等との連携の充実を

図ります｡ 

また、関係機関等との連携を図りながら、多重債務者の早期発見に努め、適切な相談支援を図ります。 

 
２３５ 相談体制の充実 

消費者相談の増加及び巧妙化に柔軟に対応するため、相談時間の延長等の体制の充実を図ります。また、

国民生活センターが運用する「全国消費生活情報ネットワークシステム」を活用し、相談情報の充実を図ります。 

施策コード ２３５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

消費者相談体制の充実 
必要な相談体制 

の整備 

必要な相談体制 

の検討 
同左 

事業費 １，０３１千円 ※※※千円 ※※※千円

 
（２）参加型消費者の支援 

２３６ 環境に配慮した消費生活の促進 

グリーンコンシューマー※の育成・支援、消費者団体・環境ＮＰＯ等との連携等により、環境に配慮した消費生

活を区民に広く啓発します。 

※グリーンコンシューマー：商品やサービスを購入する際に、環境に配慮した製品を優先的に購入する消費者及び消費者行動。 

 

２３７ 消費者と事業者の協働 

消費者の意見要望が事業者活動に反映されるよう、消費者と事業者の交流の場づくりを行います。 

 

２３８ 事業者情報の公開の促進 

事業者の保有する製品情報・危害情報を区民に提供することにより、消費者がより良い製品・サービスを享受

できるように支援します。併せて、事業者側の情報公開が今後さらに迅速・適切に行われるように、国、都等監

督機関に要請を行います。 


